
るためと予想される。また，UV硬化型アクリル系粘着剤の

PSA特性の値は，UVオリゴマーの種類，ブレンド比率，UV照

射条件によって制御できる可能性がある。したがって，UV硬

化型PSAにおいて，成分間の相溶性の調査も非常に重要にな

る。

Tgの上昇に起因しているものと判断した。すなわち，接着司嵯V ∫1 UV硬化型PSAテープを用いたダイシング工程の概略
Schematics of dicing process using UV tape

Ring UV tape

UV lamination Wafer lamination

Wafer



最近，様々な種類のPSAテープが，半導体製造工程（バッ

クグラインド，ダイシング等）で使用されるように 7)～ 9)なって

きた。特に，UV硬化型PSAテープは，ダイシング工程に対し，

非常に効果的な材料であることが知られている 10)～ 13)。図1









調に増大するはずである。しかしながら，P ( 2 E H A－

AA)/UAOブレンドにおいて，剥離力はE"＝3G"の増加につれ

て低下した。したがって，我々は，接着試験を行う際にUV硬

化したブレンドの変形能率が，UV照射によって還元した∵


